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研究課題：パーキンソン病における免疫担当細胞およびその制御分⼦の役割の解明 

 
末梢⾎の免疫担当細胞は⾎液脳関⾨を通過して，パーキンソン病(PD)の病態の進展
に寄与するミクログリアやオリゴデンドログリアやα-シヌクレインなどを直接ある
いは間接的に制御することで，PDの病態に影響を与えている可能性が⽰唆されてい
る．本研究ではPD症例の末梢⾎より，これまで明らかとされていないリンパ球や単
球のサブポピュレーションやその制御分⼦を同定することで，シングルセルRNAシ
ーケンス解析を⽤いてPD病態の新規メカニズムの解明を⽬的とした． 
当院脳神経内科に外来通院中または⼊院中のPD患者を対象とし，外来にて同意を得
た患者より採⾎を⾏い末梢⾎単核球の凍結保存を⾏った．現在70名のサンプルの保存
をしており，東京⼤学医科学研究所にて末梢⾎リンパ球及び単球の表⾯マーカー解
析，シングルセルRNAシーケンス解析などを⾏う予定である．３年計画であったが
本年度で終了となる．研究成果は今後論⽂にて公表する予定である． 

 

 


